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中国市場概要 
 
半導体製造サプライチェーン市場の今後の成長を担う市場として、そして米国との貿易摩擦の当事国として、世界が注
目する中国。現在、最も注視すべき市場の情報を、SEMI 日本地区会員の皆様にだけお届けする「CHINA 
MARKET TODAY」を発行いたします。2019年 7月の初回レポートは中国 IC市場の概要を解説する 5枚のスライ
ドです。四半期ごとにお届けする SEMI China のアナリストが作成した最新のグラフが、皆様の中国市場に向けた事業
計画検討のお役に立つことを願っております。 
 

スライド 1 

中国は世界最大の IC 市場です。下図は、IC 市場の地域別金額の推移をグラフにしたものです（出所 WSTS、
SIA）。2018 年にはアジアが全体の 60%以上を占めましたが、その半分以上が中国で消費されています。2014 年
以降の中国市場単独データが点線で示されていますが、アジアの成長を中国が支えていることが明らかです。 
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スライド 2 

中国は世界最大の IC 消費国ですが、IC 生産額は、消費額を大きく下回っているのが現状です。「中国製造 2025」
政策による豊富な資金の投下により、中国の半導体製造能力は急成長しているかに見えますが、下図に示した米調査
会社 IC Insights のデータは、消費する IC の過半数以上を国産化するという狙いが当面実現されないことを示してい
ます。2013 年に 12.6％であった国産率は、2018年に 15.5％に 3 ポイント程度成長し、2013年になっても 20%
に届かない見込みです。 
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スライド 3 

中国が米国との貿易摩擦を起こすほどに ICの国産化に執着する理由は、その莫大な貿易収支の赤字です。2015年
以降、中国の IC 輸入額は、原油を大きく上回っていることが、中国関税のデータでも示されています。2018 年の
3,100億ドルもの IC を、国産品では足りない分として輸入しているのです。 
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スライド 4 

日本との関係性から見ると、中国は最大の IC 輸出先ということになります。2018 年は、日本の IC 輸出額の 27％と
なる 275億ドル分が中国向けでした。 
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スライド 5 

中国が輸入している IC の種類は、MPU やマイコンがもっとも多く、次に多いのがメモリーとなっています。中国は現在、
3D NAND型フラッシュメモリーや DRAM に巨額の投資をしています。携帯電話の MPU については、設計は中国、生
産は台湾ファウンドリというのが現在のビジネスモデルとなっています。現時点で、中国に最先端の MPU を生産可能な
10nm以下のファウンドリ建設計画は確認されていません。 
 

 
 


